
紫波町農地利用適正化推進委員の候補者の推薦又は応募の状況一覧

1　推薦を受けた者の数 4 名

【推薦を受けた者の状況】

地区 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況

農業委
員への
応募の
状況

推薦者 構成員数 団体の目的 推薦理由

1 長岡 横沢　勤 農業 61 男

昭和62年北乙部農協入
組、営農センター長、部長
職を経て令和7年岩手中央
農協を退職

経営面積
水稲　1.2ha
畑　　 1.0ha（りん
ご）

無
長岡地区農業委員等推薦
委員会
　代表　阿部　一

24人

長岡地区の行政区長及び農家
組合長等による農業委員及び
農地利用最適化推進委員の推
薦に関すること。

横沢勤さんは、長年農協職員としての職務
を通じて農政事情に精通しています。また、
自身の営農の傍ら地元生産組合の事務局
を担う等、地域からの人望も厚い人です。
よって農地利用最適化推進委員として適任
であり推薦するものです。

2 長岡 阿部　浩智 農業 50 男

平成29年に新規自営農業
者（親元就農）になることを
決意し、農業に従事して9
年、令和5年より（農）ゆ
いっこの里犬草副組合長
理事、農地利用最適化推
進委員

経営面積
水稲　 3ha
畑　　 10a（野菜）
農業経験9年
農業の傍ら㈱防除
システムに所属し
て無人ヘリオペ
レーターとして各防
除作業に従事して
いる。

無
長岡地区農業委員等推薦
委員会
　代表　阿部　一

24人

長岡地区の行政区長及び農家
組合長等による農業委員及び
農地利用最適化推進委員の推
薦に関すること。

リーダーを担う人格者で地域から信望も厚
く、農業に対する熱意は人一倍であり地域
農業の担い手として期待されています。3年
間の農地利用最適化推進委員職務遂行に
おける才覚があり、年齢も若く農地利用最
適化推進委員として適任であり推薦するも
のです。

3 古館 照井　俊也 会社員 66 男

古館1区行政区　行政区長
上町自治公民館　館長
岩手県農業共済損害評価
委員
マモーレ隊古館　監事

経営面積
田　25a（水稲）
畑　10a
その他　40a
農業経験45年

無
古館地区農家組合協議会
　会長　高橋　治

組合長10人

農家組合間の連携による自主
活動の促進と、この組合との有
機的・一体化を図り、以て生産
性の高い集落農業と豊かで住
み良い地域社会を形成すること
を目的とする。

照井俊也さんは、農業共済損害評価委員
や古館地区資源保全会のオペレーターとし
て共同作業に積極的に参加するなど、地域
の農業事情に精通しています。また、地区
の行政区長や自治公民館長を務め、地域
の信望が厚く、農地利用最適化推進委員と
して適任であり推薦するものです。

4 彦部 作山　剛 農業 65 男

岩手中央農業協同組合退
職
農事組合法人星山営農組
合監事

経営面積
水稲　680a
和牛繁殖牛　9頭

無
農事組合法人星山営農生
産組合
　代表理事　作山　孝洋

75人 彦部。星山地区の営農経営
農地利用最適化推進委員として適当と思わ
れる。

番号

農地利用適正化推進委員の推薦を受ける者 農地利用適正化推進委員の推薦する者



2　応募した者の数 2 名

【応募した者の状況】

応募地区 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況 応募理由
農業委員への推薦
または応募状況

1 赤石 藤原　康則 農業 69 男 紫波町農地利用最適化推進委員　2期

経営面積
　水田2.8ｈa
　畑0.3ha
和牛繁殖牛5頭

赤石地区地域計画推進のため 無

2 古館 岡村　幸男 自営業 78 男
農業委員
一級建築士事務所主催
走湯神社代表

経営面積
　田1.39ha
　畑0.7ha
麦・果物・野菜
農業経験35年

農地の動向を知るため 有

番号
農地利用適正化推進委員に応募した者





2　応募した者の数 2 名


【応募した者の状況】


応募地区 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況 応募理由
農業委員への推薦
または応募状況


1 赤石 藤原　康則 農業 69 男 紫波町農地利用最適化推進委員　2期


経営面積
　水田2.8ｈa
　畑0.3ha
和牛繁殖牛5頭


赤石地区地域計画推進のため 無


2 古館 岡村　幸男 自営業 78 男
農業委員
一級建築士事務所主催
走湯神社代表


経営面積
　田1.39ha
　畑0.7ha
麦・果物・野菜
農業経験35年


農地の動向を知るため 有


番号
農地利用適正化推進委員に応募した者





